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八
幡
浜
支
局
管
内
に
は
、
製
材
工
場

県
内
上
位
20
社
の
う
ち
10
社
が
所
在

し
愛
媛
ブ
ラ
ン
ド
材
「
媛
す
ぎ
・
媛
ひ

の
き
」
を
は
じ
め
品
質
の
確
か
な
県
産

材
製
品
づ
く
り
を
行
い
、
国
内
外
へ
の

販
路
開
拓
・
需
要
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
西
予
市
の
ヒ
ノ
キ
人

工
林
面
積
は
県
内
ト
ッ
プ
の
約
１
万

７
千
ha
に
達
し
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
す

る
原
木
供
給
は
県
内
製
材
工
場
の
安

定
的
な
稼
働
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
当
管
内
は
県
内
で
も
最
も

林
業
・
木
材
産
業
の
集
積
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

林
業・木
材
産
業
は
、地
域
に
根
ざ
し

た
産
業
と
し
て
地
域
振
興
に
貢
献
し
て

い
ま
す
が
、一
方
で
近
年
、林
業・木
材

産
業
へ
の
就
業
機
会
や
情
報
不
足
、就

業
先
と
し
て
の
知
名
度
不
足
が
原
因

で
、若
い
就
業
者
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
木
材
の
生
産
か
ら
加
工
・

流
通
ま
で
を
一
体
と
し
て
捉
え
、
地
元

の
県
立
高
校
や
市
町
、
関
連
事
業
者
と

強
力
に
連
携
・
協
働
し
て
、情
報
発
信
・

体
験
な
ど
を
通
じ
て
若
い
人
材
を
確

保
し
、
安
定
し
た
生
産
加
工
体
制
の
構

築
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
「
地
元
高

校
生
」
を
対
象
と
す
る
林
業
体
験
学
習

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
当
課
と
肱
川
流
域
林
業
振
興

課
が
地
元
森
林
組
合
や
木
材
産
業
関

係
者
と
幅
広
く
連
携
し
、
内
子
高
校
小

田
分
校
、
大
洲
農
業
高
校
、
川
之
石
高

校
、
野
村
高
校
及
び
三
崎
高
校
の
生
徒

を
対
象
に
令
和
５
年
７
月
中
旬
頃
か

ら
順
次
、
体
験
学
習
を
開
催
し
、
１
・

２
年
生
の
生
徒
計
１
５
１
人
が
高
性

能
林
業
機
械
の
操
作
体
験
、
製
材
工
場

や
原
木
市
場
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の

見
学
等
、
木
材
の
生
産
現
場
か
ら
加
工

流
通
ま
で
の
体
験
・
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
が
、
初
め
て
触
れ
る

高
性
能
林
業
機
械
等
を
予
想
以
上
に

巧
み
に
操
作
し
、
ま
た
製
材
工
場
等
で

生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
質
問
し
て

い
る
様
子
を
間
近
に
見
て
い
る
と
、
林

業
・
木
材
産
業
の
魅
力
再
発
見
に
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
た
、と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
担
当
教
諭
の
方
々
も
、
卒
業

生
が
地
域
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
強
く

望
ま
れ
て
お
り
、
体
験
学
習
の
開
催
に

向
け
て
有
意
義
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
も
、
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
学

校
や
関
係
者
と
の
丁
寧
な
意
見
交
換

を
ベ
ー
ス
に
し
た
体
験
学
習
を
企
画

し
、
若
い
就
業
者
の
地
域
へ
の
定
着
が

よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
林
業
人

材
の
育
成
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
林

業
躍
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
第
２
期
）
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
当
支
局
管
内
で

は
、
搬
出
間
伐
主
体
の
森
林
整
備
が
多

く
、
主
伐
が
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
管
内
の
林
業
事
業
体
と
主

伐
・
再
造
林
を
推
進
す
る
た
め
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

❶
第
１
回
目

Ｒ
５
年
12
月
13
日（
水
）

支
局
管
内
に
お
け
る
森
林
整
備
の
現

状
を
分
析
し
、
主
伐
・
再
造
林
を
推
進
す

る
た
め
に
、
今
後
、
必
要
で
あ
る
具
体
的

な
対
策
に
つ
い
て
、
参
加
し
た
林
業
関
係

者
全
員
で
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
林
業

躍
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
い
た
各
市

町
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
各
事
業

体
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
以
降
の
５
ヶ

年
間
に
お
け
る
森
林
整
備
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
今
後
の
必
要
な
対
策

・
保
育
作
業
班
の
育
成
（
年
間
を
通
し
た

作
業
計
画
の
作
成
）



・
給
与
等
待
遇
面
の
改
善
内
容
（
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用
）



・
再
造
林
及
び
保
育
経
費
の
低
減
（
低
密

度
植
栽
、
下
刈
り
回
数
の
低
減
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
）

❷
第
２
回
目

Ｒ
６
年
３
月
13
日（
水
）

各
林
業
事
業
体
が
作
成
し
た
森
林
整

備
計
画
を
取
り
ま
と
め
た
結
果
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
支
局
が
策
定
し
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
達
成
に
向
け
た
意
識
の
醸

成
を
図
り
ま
し
た
。
な
お
、
現
状
で
は
、

ス
ギ
の
木
材
価
格
が
比
較
的
安
い
た
め
、

ス
ギ
林
に
お
い
て
は
、
主
伐
後
に
再
造
林

と
下
刈
を
実
施
し
な
い
場
合
で
も
、
森
林

所
有
者
へ
の
還
元
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
国
が
進
め
て
い

る
花
粉
症
対
策
等
の
造
林
補
助
事
業
の

活
用
や
、
製
材
工
場
へ
の
直
送
の
検
討
な

ど
、
様
々
な
対
策
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

積
極
的
な
主
伐
の
導
入
を
目
指
す
こ
と

と
し
ま
す
。

地
元
高
校
生
を
対
象
と
し
た

林
業
体
験
学
習
の
開
催
に
つ
い
て

第40号

八幡浜支局
森林林業課

Tel（0894）22-2031
Fax（0894）22-5538

印刷所 ㈱豊 予 社
Tel（0894）22-0144意見交換会の様子

目

標

区 分 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

主伐・再造林
の推進

主 伐 面 積 19ha 24ha 47ha 95ha 100ha 100ha
再 造 林 面 積 15ha 16ha 32ha 64ha 70ha 70ha
木 材 生 産 量 60,840㎥ 62,500㎥ 63,500㎥ 65,000㎥ 65,000㎥ 65,000㎥

雇用の拡大 追加担い手人数 １人 ２人 ２人 ７人 10人 12人

課 題 具体的な課題 対 策
森
林
資
源
の
循
環
利
用

●主伐の導入によ
る原木安定供給

●再造林・下刈等
の保育経費への
負担

・主伐の導入に関す
る問題点を抽出

◆林業躍進プロジェクト
推進会議

・プロジェクトの進行管理や課題等を
再検討

・保育作業の収益性 ◆森林環境譲与税の活用 ・市町による再造林対策事業（仮）の創設
（造林補助事業（再造林・下刈）への上乗せ補助）

・下刈経費の縮減 ◆エリートツリーモデル事業
【Ｒ５新規事業】

・通年植栽を可能とするコンテナ苗の活用
・エリートツリーの活用による下刈期間の短縮

雇
用
拡
大

●保育作業に係る
担い手不足

・給与等待遇面の
ベースアップ

◆給与等待遇面の改善検討
◆年間を通じた保育計画の作成

移住フェア等を活用した新規就業者の
確保

八幡浜支局におけるロードマップ

設定条件
搬出材積：500㎥、販売単価：11,320円/㎥
労働生産性：6.75㎥/人日
※肱川流域林業活性化センターの再造林補助
金を含む。再造林等負担金に係る事業費は、
造林事業の標準単価で試算

１．主伐の収支
⑴ 収入 5,660,000円
⑵ 支出 事業費 5,931,000円

市売手数料 836,200円
⑶ 収益 ▲1,107,200円

２．再造林所有者負担金
⑴ 再造林 142,000円
⑵ 獣害対策 243,000円
⑶ 下刈（３年間分） 102,000円

３．所有者還元金 ▲1,594,200円

設定条件
市売販売材積：150㎥
直送販売材積：350㎥、直送単価：14,000円
※再造林補助事業（花粉発生源植替え）が採択
された場合

１．主伐の収支
⑴ 収入 販売代金 6,598,000円

主伐補助金 782,000円
⑵ 支出 事業費 5,990,000円

市売手数料 250,860円
⑶ 収益 1,139,140円

２．再造林所有者負担金
⑴ 再造林 63,700円
⑵ 獣害対策 212,300円
⑶ 下刈（３年間分） 102,000円

３．所有者還元金 761,140円

主
伐
・
再
造
林

主
伐
・
再
造
林

推
進
の
た
め
の

推
進
の
た
め
の

事
業
体
会
議
の

事
業
体
会
議
の

開
催
に
つ
い
て

開
催
に
つ
い
て

ス
ギ
花
粉
症
に
つ
い
て
は
、現
在
そ

の
患
者
数
が
国
民
の
約
４
割
と
推
計

さ
れ
る
な
ど
社
会
的
に
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
対
策
と
し

て
、令
和
５
年
５
月
に
花
粉
症
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て「
発
生
源

対
策
」、「
飛
散
対
策
」、「
発
症・曝
露
対

策
」を
三
本
柱
と
す
る「
花
粉
症
対
策

の
全
体
像
」が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、解

決
方
針
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。こ

の
う
ち「
発
生
源
対
策
」に
つ
い
て
は
、

10
年
後
の
令
和
15
年
度
に
は
発
生
源

と
な
る
ス
ギ
人
工
林
を
約
２
割
減
少

さ
せ
、将
来
的（
約
30
年
後
）に
は
発
生

量
の
半
減
を
目
指
し
、「
ス
ギ
人
工
林

伐
採
重
点
区
域
」を
設
定
し
、ス
ギ
人

工
林
の
伐
採・植
え
替
え
を
重
点
的
に

進
め
る
と
と
も
に
、伐
採
し
た
ス
ギ
材

の
需
要
拡
大
、花
粉
の
少
な
い
苗
木
の

生
産
拡
大
、林
業
の
生
産
性
向
上
や
労

働
力
の
確
保
に
集
中
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
、
愛
媛
県
に
お
い
て

は
、
林
野
庁
の
方
針
に
基
づ
き
「
県
庁

所
在
地
な
ど
か
ら

50
㎞
圏
内
に
あ
る

ま
と
ま
っ
た
ス
ギ

人
工
林
の
あ
る
森

林
の
区
域
」
を
中

心
に
「
ス
ギ
人
工

林
伐
採
重
点
区

域
」
の
設
定
作
業

を
行
っ
て
お
り
、

当
該
区
域
に
お
い

て
は
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
え
替

え
が
集
中
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
森

林
所
有
者
、
森
林
組
合
、
市
町
村
等
に

対
し
て
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
林

業
経
営
体
へ
の
森
林
の
集
約
化
や
植

え
替
え
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
対
象
と
な
る
愛

媛
県
の
市
町
別
ス
ギ
人
工
林
の
面
積

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

ス
ギ
花
粉
発
生
源
対
策
に
つ
い
て

表１ 市町別区域内対象
スギ人工林面積

市町名
区域内の
スギ人工林
面積（ha）

松 山 市 590
今 治 市 810
西 条 市 460
新 居 浜 市 200
大 洲 市 2,400
伊 予 市 500
東 温 市 370
西 予 市 1,530
四国中央市 1,080
久万高原町 4,920
砥 部 町 320
内 子 町 1,640
合 計 14,820

三
崎
高
校

川
之
石
高
校

野
村
高
校

シミュレーター操作光波測量

チェーンソー操作刈払機安全講習

高性能林業機械操作製材工場見学
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西
予
市
林
業
グ
ル
ー
プ
の
恒
例
行
事
で

あ
る「
林
業
経
営
現
地
研
修
会
」及
び「
林

業
を
語
る
座
談
会
」を
令
和
６
年
３
月
５
日

（
火
）に
開
催
し
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

４
年
間
の
中
断
を
は
さ
み
、実
に
５
年
ぶ
り

の
開
催
で
す
。

今
年
度
の
会
の
テ
ー
マ
は
「
森
林
資
源

の
循
環
利
用
推
進
に
つ
い
て
」
で
す
。
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
主
伐
・
再
造
林
の
推
進

で
あ
り
、
県
外
事
業
体
の
取
り
組
み
や
、

再
造
林
コ
ス
ト
削
減
に
有
効
な
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
等
の
技
術
に
ふ
れ
な
が
ら
討
議

し
、
地
域
課
題
に
対
す
る
共
通
認
識
の
形

成
と
主
伐
・
再
造
林
へ
の
機
運
の
醸
成
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、当
林
研
グ
ル
ー

プ
は
、令
和
５
年
度
全
国
育
樹
活
動
コ
ン

ク
ー
ル
団
体
の
部
に
お
い
て
、最
高
賞
の
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。平
成
16

年
６
月
の
発
足
以
来
、約
20
年
に
わ
た
り
活

動
し
て
参
り
ま
し
た
が
、こ
の
座
談
会
の
活

動
を
含
む
様
々
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

て
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

担
当
林
研
で
あ
る
城
川
町
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
の
協
力
の
も
と
、
西
予
市
城
川
町

高
野
子
の
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
植
栽
地
に
て

行
っ
た
午
前
中
の
「
林
業
経
営
現
地
研
修

会
」
に
は
、
20
余
名
の
会
員
が
集
ま
り
ま

し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
足
下
が
悪
い
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
６
月
に

植
栽
し
た
ス
ギ
及
び
ヒ
ノ
キ
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
の
成
長
状
況
や
、
併
せ
て
植
栽
さ
れ

て
い
た
早
生
樹
で
あ
る
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
の「
林
業
を
語
る
座
談
会
」で
は
40

数
名
が
集
い
ま
し
た
。八
幡
浜
支
局
森
林
林

業
課
職
員
か
ら
の
地
域
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
の
説
明
や
、大
分
県
の
佐
伯
広
域
森

林
組
合
の
取
り
組
み
紹
介
、エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
成
長
デ
ー
タ
の
説
明
等
が
あ
り
、そ
の

後
、愛
媛
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
原
寿

明
研
究
指
導
室
長
を
講
師
に
迎
え
、「
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
、早
生
樹
及
び
花
粉
症
対
策

品
種
苗
に
つ
い
て
」の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
講
演
等
で
地
域
の
現
状
と
課
題
や

最
新
技
術
に
つ
い
て
共
有
し
た
後
、
増
田

清
城
川
林
研
会
長
の
進
行
も
と
全
体
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

他
県
の
事
例
に
つ
い
て
一
朝
一
夕
で
地

域
に
落
と
し
込
む
こ
と
は
難
し
い
が
、今
後

を
見
据
え
て
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
も
徹
底
し
て
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
、熱
心
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、菊
池
俊
一
郎
会
長
の
総
括
で

会
を
終
え
ま
し
た
。討
議
で
は
西
予
市
森
林

組
合
か
ら
の
ご
意
見
等
も
い
た
だ
き
、地
域

と
し
て
の
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
の
一
石

が
投
じ
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
回
は
参
集
範
囲
を
管
内
に
絞
っ
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
会
と
し
た
の
で
す
が
、５
年
ぶ
り

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
す
ぐ
に
雰
囲
気
が
で

き
あ
が
り
、い
つ
も
ど
お
り
林
業
を
語
り
、

冗
談
を
言
い
合
う
、楽
し
い
研
修
に
な
り
ま

し
た
。「
や
は
り〝
会
員
が
集
う
〟と
い
う
こ

と
は
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
な
。」と
切
に
感

じ
た
一
日
で
し
た
。

この事業は、愛媛県森林環境税を活用しています。

野
村
中
学
校
で
は
、
西
予
市
林
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行

い
、
八
幡
浜
支
局
森
林
林
業
課
か
ら
は
、
職
員

が
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

林
業
体
験
を
テ
ー
マ
に
、
ド
ロ
ー
ン
や
ハ
ー

ベ
ス
タ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
体
験
及
び

丸
太
切
り
体
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
操
作
体
験

に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
機
械
に
興

味
津
々
で
、
「
林
業
に
ど
う
使
う
の
で
す
か
」

と
質
問
も
出
る
ほ
ど
林
業
の
施
業
へ
の
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
丸
太
切

り
体
験
に
お
い
て
は
、
「
自
分
で
切
っ
た
丸
太

を
持
ち
帰
っ
て

コ
ー
ス
タ
ー
に
し

た
い
」
と
、
木
材

に
触
れ
る
機
会
を

楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
林
業
・
木
材

産
業
に「
楽
し
さ
」

や
「
発
展
」
を
知

る
い
い
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

城
川
中
学
校
で
は
、
城
川
町
林
業
研
究
会
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行
い
、
八
幡
浜

支
局
森
林
林
業
課
職
員
が
、
講
師
や
木
工
作
業

の
指
導
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
「
木
材
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
産

さ
れ
て
い
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
予
市
の

森
林
の
状
況
や
森
林
の
役
割
、
生
産
過
程
に
つ

い
て
講
話
し
ま
し
た
。
人
工
林
と
天
然
林
の

違
い
や
、
森
林
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
問
題
を

出
す
と
一
斉
に
手

が
上
が
り
、
す
ぐ

さ
ま
正
解
す
る
様

子
は
見
事
で
あ

り
、
中
学
生
の
時

点
で
森
林
・
林
業

の
基
礎
知
識
が
あ

る
こ
と
に
普
及
指

導
員
と
し
て
大
変

感
心
し
ま
し
た
。

木
工
作
業
で

は
、
大
型
の
傘
掛

け
の
製
作
を
指
導
し
ま
し
た
。
４
人
１
班
の

編
成
で
、
１
班
ご
と
に
１
台
の
傘
掛
け
を
作
成

し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
な
り
に
ノ
コ
で
切
る
、
ボ

ン
ド
や
釘
で
組
立
て
る
な
ど
の
分
担
・
協
力
体

制
が
で
き
あ
が
り
、
最
後
に
は
見
事
に
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
き
な
作
品
を

扱
う
こ
と
で
木
材
に
触
れ
る
手
応
え
も
増
し
、

加
工
し
や
す
さ
や
温
か
み
も
感
じ
て
も
ら
え

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
製
作
し
た
傘
掛
け
は

同
町
の
土
居
地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
に

寄
贈
さ
れ
、
地
域
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
地
域
貢
献
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

野
村
小
学
校
で
は
、
野
村
町
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行

い
、
八
幡
浜
支
局
森
林
林
業
課
か
ら
は
、
職
員

が
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

普
及
指
導
員
が
３
年
生
の
児
童
に
対
し
、

「
森
林
・
林
業
の
役
割
に
つ
い
て
」
と
題
し
た

授
業
を
行
い
、
林
業
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
、
林
業
機
械
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
森
林
の
働
き
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
動
画
を
用
い
て
の
林
業
機
械

の
説
明
で
は
、
立
木
が
伐
倒
さ
れ
る
シ
ー
ン
で

歓
声
が
上
が
り
、

ハ
ー
ベ
ス
タ
を
用

い
た
造
材
シ
ー
ン

で
は
「
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
が
付
い
て
い

る
！
」
と
興
味

津
々
な
様
子
で
、

林
業
の
カ
ッ
コ
よ

さ
が
伝
わ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

明
浜
小
学
校
で
は
、
明
浜
町
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行

い
、
八
幡
浜
支
局
森
林
林
業
課
職
員
が
、
講
師

や
木
工
作
業
の
指
導
員
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。普

及
指
導
員
が
５
年
生
の
児
童
に
対
し
、

「
産
業
と
し
て
の
林
業
」
に
つ
い
て
講
義
を
行

う
と
と
も
に
、
木
製
野
菜
ボ
ッ
ス
ク
の
製
作
を

指
導
し
ま
し
た
。

林
業
に
お
い
て

は
、
山
か
ら
木
を

伐
り
出
し
て
原
木

市
場
に
出
荷
し
、

製
材
工
場
で
加

工
、
販
売
さ
れ
、

ま
た
山
に
木
を
植

え
て
森
林
を
つ
く

る
と
い
う
循
環
利

用
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た

と
こ
ろ
、
児
童
か

ら
は
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
だ
！
」
、
「
自
然
に
優
し

い
産
業
だ
」
と
の
声
が
上
が
り
、
林
業
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

木
工
作
業
で
は
、
木
箱
を
一
人
１
箱
ず
つ
製

作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
ノ

コ
や
カ
ナ
ヅ
チ
を
使
っ
た
経
験
が
あ
る
よ
う

で
、
説
明
書
を
片
手
に
段
取
り
よ
く
作
業
が
進

み
、
時
間
内
に
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個
性
あ
ふ
れ
る
作

品
を
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
、
当
日
の
楽
し
か
っ

た
こ
と
や
、
覚
え
た
て
の
林
業
の
知
識
を
披
露

し
て
も
ら
い
、
親
子
で
の
関
心
を
深
め
て
も
ら

え
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

三
瓶
中
学
校
で
は
、
西
予
市
林
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行

い
、
八
幡
浜
支
局
森
林
林
業
課
か
ら
は
、
職
員

が
講
師
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
は
、
三
瓶
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
菊

池
会
長
に
よ
る
「
森
林
の
有
す
る
多
面
的
な
機

能
」
の
講
義
を
受
け
る
と
と
も
に
、
丸
太
切
り

や
コ
ー
ス
タ
ー
作
り
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
シ
・
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

自
ら
が
丸
太
か
ら

切
り
だ
し
た
円
盤

に
、
や
す
り
掛
け

加
工
す
る
こ
と
で

コ
ー
ス
タ
ー
を
作

成
す
る
体
験
は
、

木
が
い
か
に
し
て

自
分
た
ち
が
利
用

で
き
る
形
に
な
る

の
か
を
体
感
で
き

る
貴
重
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。



こ
の
森
林
林
業
教
室
に
お
い
て
は
、
い
つ
も

の
こ
と
な
が
ら
児
童
や
生
徒
た
ち
が
自
ら
進

ん
で
取
り
組
む
姿
勢
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

林
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
木
材
利
用
の
面

白
さ
を
体
感
で
き
、
ま
た
、
林
業
と
は
ど
の
よ

う
な
仕
事
な
の
か
、
基
礎
的
な
知
識
を
持
っ
て

も
ら
う
大
変
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
を
強
化
し
、
林
業
・
木
材
産

業
の
良
さ
を
一
層
伝
え
ら
れ
る
よ
う
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
幡
浜
支
局
森
林
林
業
課
は
、

管
内
の
小
学
生
や
中
学
生
に
対
し

て
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
知
識

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
や
市
町
が
主

催
す
る
森
林
林
業
教
室
に
積
極
的

に
協
力
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症

に
移
行
し
た
こ
と
を
受
け
、
野
村

中
学
校（
Ｒ
５
年
12
月
６
日（
水
）：

３
年
生
60
名
）、
城
川
中
学
校（
Ｒ

５
年
９
月
27
日（
水
）：１
年
生
13

名
）、
野
村
小
学
校（
Ｒ
６
年
２
月

21
日（
水
）：３
年
生
50
名
）、
明
浜

小
学
校（
Ｒ
６
年
２
月
６
日（
火
）：

５
年
生
11
名
）、
三
瓶
中
学
校（
Ｒ

６
年
２
月
６
日（
火
）：１
年
生
37

名
）、
野
村
幼
稚
園（
Ｒ
６
年
３
月

21
日（
木
）：30
名
）の
計
６
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

森林林業
教室の開催
について

「
林
業
経
営
現
地
研
修
会
」及
び

「
林
業
を
語
る
座
談
会
」の
開
催
に
つ
い
て

令和５年度

令和５年度全国育樹活動コン
クール団体の部 農林水産大臣
賞受賞を管家西予市長へ報告

（令和５年12月）

林
業
事
業
体
や
自
伐
林
家
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
森
林
施
業
に
対
し
て
は
、広
く
補

助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
補
助

申
請
に
あ
た
っ
て
は
施
業
地
の
測
量
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、森
林
所
有
者
ご
と
に

筆
を
分
け
て
行
う
こ
と
も
あ
り
、大
変
な

作
業
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、森
林
林
業
課
で
は
、比
較
的
簡

単
に
測
量
が
で
き
る「
全
地
球
測
位
シ
ス

テ
ム（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）」に
よ
る
測
量
技
術
に
着

目
し
、林
業
事
業
体
や
自
伐
林
家
へ
の
普

及
を
目
的
と
し
て
、Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
技
術
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
は
ア
メ
リ
カ
の
人
工
衛
星

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）だ
け
で
な
く
、欧
州
や
ロ
シ
ア
な

ど
の
人
工
衛
星
を
活
用
し
、さ
ら
に
常
に
日

本
の
上
空
に
い
る
衛
星
シ
ス
テ
ム〝
み
ち
び

き
〟が
他
の
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
補
う
こ

と
で
精
度
と
安
定
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し

て
お
り
、加
え
て
機
材
の
小
型
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
１
人
で
も
測
量
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、山
林
測
量
に
適
し
た
手
法
へ
と
進

化
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
は
、令

和
５
年
11
月
30

日
、Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ

（
西
予
市
宇
和
町
明
間
）に
お
い
て
実
施

し
、森
林
組
合
職
員
、林
業
事
業
体
職
員
及

び
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
会
員
等
13
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、現
地
研
修
で
株
式
会
社
竹
谷
商

事
の
土
井
氏
か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
器
の

構
造
と
操
作
方
法
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、次
に
株
式
会
社
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
久
保
氏

か
ら
、〝
愛
媛
県
森
林
整
備
事
業
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

測
量
検
査
基
準
〟を
自
動
的
に
判
定
す
る

設
定
方
法
と
測
量
時
の
留
意
点
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
操
作
体
験
で
は
、実
際
の
補

助
申
請
の
た
め
の
測
量
を
想
定
し
た
操
作

を
実
施
し
て
も
ら
い
、座
標
デ
ー
タ
の
取

得
の
た
め
の「
開
始
ボ
タ
ン
」を
押
し
て
測

量
を
開
始
し
、基
準
を
満
た
す
と
表
示
さ

れ
る「
確
定
ボ
タ
ン
」を
押
す
だ
け
の
、非

常
に
簡
単
な
作
業
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
後
に
屋
内
に
移
動
し
、取
得
し
た

デ
ー
タ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
に
反
映
さ
せ
て
、造
林

申
請
に
用
い
る
施
業
図
を
作
成
す
る
方
法

を
学
び
ま
し
た
。

研
修
後
、参
加
者
か
ら
は
、「
早
速
、造
林

申
請
の
た
め
の
測
量
に
使
い
た
い
」、「
精

度
の
高
い
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
機
器
を
こ
れ
か

ら
導
入
し
て
い
き
た
い
」、「
自
分
の
山
を

測
量
す
る
た
め
に
レ
ン
タ
ル
し
た
い
」な

ど
の
声
が
あ
り
、Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
に
つ
い
て

の
知
識
と
関
心
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

研
修
の
成
果
と
し
て
、令
和
５
年
12
月

に
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
量
を
用
い
た
補
助
申
請
が

森
林
組
合
か
ら
提
出
さ
れ
て
お
り
、今
後

も
積
極
的
に
活
用
し

た
い
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
林
業

事
業
体
の
職
員
の
労

力
を
軽
減
す
る
た
め

に
、最
新
機
器
の
活
用

方
法
等
の
普
及
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＧＮＳＳ測量機器の
構造と操作方法の説明

操作画面の様子

「林業経営現地研修会」の様子
西予市城川町高野子
松本林業施業地

「林業を語る座談会」の様子
西予市業農村環境

改善センターたかがわ

丸太切り体験 木箱作り

森林・林業についての講義

傘掛け作り

ハーベスタ・シミュレーター体験

全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）

測
量
技
術
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て




